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「売り方・食べ方・人づくり」で人と地域を活性、持続可能で豊かな未来を創る 

 
2008 年１月、ブランドストーリーの屋号で、中小企業の経営革新と地域活性

のマーケティング・コンサルタントで起業。翌 2009 年、野菜ソムリエ上級プロ

資格取得（当時東北で２番目、全国で２０名）を契機に事業領域を「食と農」に

特化し、コンサルタント/プロデューサーとして活動を開始。2011 年６次産業化

法が策定された時より６次産業化プランナーとして農水省に採録、以降、自治体

や食品メーカー、流通小売店、飲食レストラン業界、生産者・生産団体を主に、

食農連携のマーケティング課題解決、地域資源を活用した食の商品開発や産地・

販路形成、PR、実需者ニーズに基づく用途開発などマーケティング戦略と実行

を「ぶれずに」「実践的に」推進。 
 

 また、「畑から食卓まで、野菜ソムリエ上級プロ（野菜ソムリエ資格最上位）

やアスリートフードマイスターの資格を合わせもち、ターゲットニーズに合っ

た健康食材や栄養密度の高い農産物等のセミナー講師、レシピ開発と監修、人材

育成により、普及と販売活動を行っている。 
 
  
 
 

 
事業は、 
１．食・農・地域創生コンサルティング事業  
２．フード・デザイン事業 の両輪で展開。 
 
 
【住所・連絡先】岩手県盛岡市中野１丁目２４－１１ 
        Mail; info@brandstory.jp 
 
【ＵＲＬ】 http://www.brandstory.jp/ 
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【主な専門家登録】   

2011 年 8 月 農水省６次産業化法施行に伴い、６次産業化プランナーに採録。 

2012 年 3 月 ＦＡＣＯ 食農連携コーディネーター 採録。 

 

この他、県内の食事業者や起業者の経営力向上におけるーケティング課題に対し、盛岡商

工会議所、岩手県商工会連合会、岩手県信用保証協会 専門家派遣・専門家として個別支

援にあたっている。（通算指導件数；約 3,000 件） 

 

 

【主な資格等】 

2009 年 8 月 日本野菜ソムリエ協会認定野菜ソムリエ上級プロ 資格取得 

2014 年７月  アスリートフードマイスター３級 資格取得 

2017 年 4 月 ＮＬＰ協会認定プロ・コーチ 資格取得 

2018 年 11 月 慶応大学ウェルビーイングイノベーションスクール殿町 EDGE 修了。 

 

【委嘱】 

◆いわてアグリフロンティアスクール運営評価委員及び講師 （岩手大学・岩手県・ＪＡいわ

てグループ）  ※講義は、「食産業ビジネス論」「地域資源活性化論」「マーケティング演

習」を受け持つ。  ２０１６年～現在に至る 

◆岩手県環境保全型農業直接支払制度推進委員 （岩手県農林水産部） 2015 年～現在 

◆岩手県中山間地域等直接支払制度推進委員 委嘱（岩手県農林水産部）2020 年～現在 
◆三陸農産物ブランドプロデューサー （岩手県沿岸広域振興局） （2016 年 4 月 1 日～

2017 年 3 月３１日）  

 ◆盛岡市ブランド品認定制度委員 （盛岡市ものづくり推進課）2018 年～現在に至る 
 ◆宮古市農業振興ビジョン策定委員会委員 （宮古市） 2019 年 
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＜事業内容＞  

１、 食・農・地域創生コンサルティング事業 

持続可能な 6 次産業化、農産物及び地域資源活用によるブランド化、交流

人口の増大、そして自走できる人材育成を通じて、利益向上と地域活性を目

的としたもの。 
◆地域の食資源を活用した、食の商品開発プロデュース、コンサルティング 
◆農業者・農産物・産地、地域のブランド開発と売り方・伝え方支援、人材育成 
◆農産物・農産加工品における、実需者向けセミナーと販路コーディネート 
◆上記講演セミナー講師、執筆、レシピ監修。 

 
＜講演セミナー・テーマ＞ 
◆食・農・人連携による持続的なローカル・ブランディング 
◆地域と人を育てる６次産業化 
◆小さなチカラの有利販売  ～価格から価値へ、実需者ニーズと販売戦略 等 

  
 【銀座ファーマーズラボ・実需者向け６次産業化セミナー（商品開発ラボ）】 

 
 
 
 
 
 
 

 
    

【地域資源を活用した商品開発のポイントについて】 
    宮城県食料産業クラスター全体協議会、宮城県農林水産部） 
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 【JA 静岡市 講演 「小さなチカラの有利販売」】 

  
 

 【和歌山県経営発展セミナー「地域資源を活用した 6 次産業化と販路開拓】 
   （和歌山県・わかやま農業経営サポートセンター共催） 

 
 

 
 
◆地域資源を活用したブランド開発と地域振興、商品開発～販路形成 
 
三陸沿岸に最適な周年生産施設型農業による夏イチゴ産地化プロジェクト」に基づく 
農商工商品開発・販売支援と地域再生に伴う産地化構想策定業務 （岩手県大船渡市） 
〇夏イチゴ市場調査まとめ及び加工品等研究開発支援業務 （現状把握ヒアリング、コ

ンサルティングとコーディネート、講師） 
（2019 年 10 月～2022 年 3 月） 
・夏イチゴ市場（公開）データ収集・分析及び実需者ヒアリング 
・夏イチゴに関心のある菓子や食料品製造業等との情報交換と学びを目的とした 
「三陸ベリー研究会」（B to B→C）の立ち上げ、企画・運営、ファシリテーター講師 
・三陸ベリー研究会参加会員に対する、夏イチゴを活用した農商工連携商品の企画提

案、開発・試作支援、試験販売支援 
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〇夏イチゴ産地化構想策定業務 

（2020 年 10 月～2021 年３月） 
・夏イチゴ産地化可能性調査結果を基に、夏イチゴの産地化を進めるための差別化戦

略やブランド構想の策定

（夏イチゴ加工品等研究開発支援業務における三陸ベリー研究会実施内容より一部抜粋）
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〇夏イチゴ産地化構想の販売戦略に基づく、販路拡大プロモーション企画策定と実施  
 （2021 年 10 月～2022 年 3 月） 
 
 
〇実需者向け「さんりく星苺」ブランド化に係る理解促進と新規取引拡大 
  「Meet Up！さんりく星苺」全体企画プロデュース、販路開拓コーディネート、 
メニュー開発（監修）、MC、  仙台市及び盛岡市で展開。 
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【秋田県藤里町・地域資源活用商品開発（農福連携）】 
地域の食資源（白神山地の山菜）を活用した、都市生活者向け商品開発プロセスのコンサルテ

ィングと商品化デザイン支援 
（商品コンセプト、売り方設計、レシピ監修、量目、ネーミング、パッケージデザイン、販促チラシ） 

 

  
  

【食と健康をコンセプトにした生産者発信カフェ 経営向上コンサルティングと 
  ノウハウの提供】 
 

※マーケティング戦略に基づく店舗コンセプト再構築、情報発信ツール・プロデュース、メニュ

ー改善と運営オペレーション指導、情報発信手法、食と健康の体験講座（家に６０年以上伝わ

る在来豆を活用した手作り味噌と健康講座）企画設計と実施、講師。 

  
＜左：自分たちの思いや食材ストーリーを伝えるリーフレット制作プロデュース＞ 



10 
 

＜右：「食と健康講座」手作り味噌を楽しむ会 の様子＞ 

 
 
 

【研究機関開発の乳酸菌活用における実需者向けセミナーの企画・実施コーディネー

ト、メニュー提案】 

 農研機構（茨城県つくば市）で開発された乳酸菌 H６１株の活用と普及を目的に、岩手県内の農

商工連携事業者を対象としたセミナーの企画実施プロデュースと、参加事業者の誘致活動、消費

者向け普及レシピ提案と実食を行った。 

（依頼主；農研機構（茨城県つくば市）、参加企業；岩手県内に事業所のある乳業メーカー、乳加

工業者、6 次産業経営を行っている農業法人 計 10 社） 
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【講演・セミナー（実績）】  

◆野菜からはじまる６次産業化     （岩手県平泉町） 

◆地域資源を活用した商品開発  （東京：銀座ファーマーズラボ） 

◆６次産業化セミナー ～地域資源を活用した商品開発  （ＪＡいわてふるさと農協） 

◆人と地域を繋げる商品開発～東北の底チカラ  （青森県商工労働観光部） 

◆地域資源を活用した商品開発のポイントについて  

       （宮城県食料産業クラスター全体協議会、宮城県農林水産部） 

◆農業経営講座・小さなチカラの有利販売  （静岡県清水市農林水産部） 

◆食・人・農「磨き」で地域を強く、豊かに。 （岩手県宮古地方農業者の集い）  

◆女性の視点からの６次産業化  （宮城県山元町） 

◆食・農・人連携によるブランド創出のすすめ  

 （朝日大学産業情報研究所 （岐阜県瑞穂市）） 

◆食と農を通じてしごとと人生をデザインし、商品サービスを有利販売に結び付ける

100 分セミナー 

   大平恭子塾  （東京・銀座ファーマーズラボ） 

      Vol 1 : 小さなチカラのマーケティング戦略 

      Vol 2 : 小さなチカラの有利販売 

      Vol3 : 小さなチカラのフードコミュニケーション 

◆三陸農産物ブランド化の可能性について （岩手県沿岸広域振興局） 

◆三陸農産物ブランド化に対する提言  （岩手県沿岸広域振興局） 

◆小さなチカラの有利販売 （ＪＡ静岡市） 

◆直販農家のための Fun×Fan マーケティング講座 

  （（株）ポケットマルシェと協業、東京都及び岐阜県美濃加茂市で開催） 

◆暮らしを創り、地域で育む商品開発 （盛岡市商工労働観光部・経営支援セミナー） 

◆小さなチカラの「売り方」「伝え方」 （岩手県中央農業普及センター） 

◆やまがた６次産業化学習塾 （山形県山形市農林部・６次産業推進） 

◆和歌山県経営発展セミナー （和歌山県・わかやま農業経営サポートセンター共催） 

 「地域資源を活用した 6 次産業化と販路開拓」 

◆岩手県農業女子「Facebook＆Instagram セミナー」 

 （岩手県中央農業普及センター、奥州農業改良普及センター） 

◆スイーツセミナー 「ポストコロナ時代における県産果実の新しい価値づくり」 

  （岩手県菓子工業組合） 

◆「‘カラダが喜ぶ、心が弾む’試食交流会」講演 （岩手県菓子工業組合） 

                                          他、多数。 
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２、フード・デザイン事業 

・野菜果物から始まる持続的で健康的なライフスタイル構築を目的とした企画と発信。 
・農産物の消費拡大、流通支援を目的としたレシピ開発と情報発信。 
・上記企画プロデュース、講演セミナー講師、執筆、監修。 

       
 

※企画・フードコーディネート・講師 

・Ｓｅａｓｏｎａｌ Ｔａｂｌｅ （旬の食卓）  ホテルメトロポリタン盛岡 モンフレーブ  

（2014 年から２０２０年まで、通算１７回継続開催） 

 

 

・体に優しい中国料理を味わう会  ホテルメトロポリタン盛岡 JUEN 

   薬膳料理×健康のセミナーランチイベント 企画プロデュース・講師 

・日本料理対い鶴流 美食会 （セミナー＋食事のイベント） ホテルメトロポリタン盛岡 

  （1 回目） だしを味わう  （2 回目）野菜の色とおいしさについて 

・岩手の食を楽しむ会   東京・銀座 銀座カンセイ 

  ※201２年～２０１６年、通算６回開催。 
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【レシピ・料理、アスリートフード講座 等】 

・農水省 HP、野菜果物レシピ紹介 （ほうれん草のチヂミ） 

・旬の野菜料理講座 （岩手日報 主催、カルチャー講座） 

・岩手日報 夏を乗り切るスムージー（レシピ掲載）、他 

・Ｐａｎａｓｏｎｉｃ ビストロ料理講座  （パナソニック社、） 

・岩手県女子ラグビー選手に対する食事指導  

・（株）川徳 通販事業部 「西わらび」販促企画 レシピ考案 
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【メディア】 

●ラヂオもりおか Vege-style レギュラー出演 （2016 年５月～2018 年 6 月） 

   

 

●テレビ岩手特別番組（三陸と内陸を結ぶ産業振興・生番組） 特集コーナー及び生出演コメ

ント  （2016 年 11 月） 
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【企業タイアップ（日経 BP 社）】 

 

●日経クロスウーマン 音声メディア Voicy   

  「日経クロスウーマンで自分磨き」パーソナリティ 2021 年 7 月～１クール 

 （日経 BP 社） 

 

 

●雑誌・日経ウーマン レシピ掲載 （2021 年 12 月号） 

 

ずぼら de 満足レシピ 

アンチエイジングと腸活が一度に叶うのっけ丼 「まごわやさしいのっけ丼」 

 

 

 

 

 

 

 

 

   


